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シンプルな気象モデルの存在意味
Raison d etre of simple climate models
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高性能のスーパーコンピュータを用いた大気循環モデル (GCM)による気候変動シミュレーションが全盛の時代に，安
価なパソコンでも研究可能なほどシンプルな気象モデルにどんな存在意味があるのだろうか．この哲学的な問いについ
て，Kleidonがエントロピー生成率最大化 (MEP)の原理を説明するために考案した熱帯地域から極地域への熱移送モデ
ルは適当な具体例になる [1]．一般にモデルの単純化には現象の本質を捉え易くするというメリットがある．たとえば，
熱平衡から遠く離れた開放系において，散逸構造と呼ばれる低エントロピー状態が出現することはよく知られているが，
Kleidonの熱移送モデルは散逸構造形成に必要な最低限の要素を無駄なく掬い取っているように思える．具体的にそれら
の要素とは，熱源，不要になった熱を捨てるための空間，熱の流れを形成するための温度勾配などである．これらの要素
は気象現象以外で形成される散逸構造にとっても同じく必要とされる．地球上には多様な生命体や人間社会など，低エ
ントロピー性を特徴とする散逸構造が数多く存在する．たとえば，人間社会について考えると，熱源またはエネルギー
源は太陽と地球上に蓄積された鉱物資源，化石燃料などのエネルギー資源である．また不要物を捨てる空間は自然環境
および宇宙空間である．さらに Kleidonモデルの温度に相当する要素は資源やエネルギーを用いて生産された製品の新
鮮度 (または劣化度の逆数)と考えられる．すなわち生産されたばかりの製品の温度 (新鮮度)は高いが，使い古されて棄
却寸前の製品の温度は低い．そして，このときのエントロピーは製品の生産に必要とした資源量，エネルギー量を新鮮
度で割った値として定義され得るだろう．本発表では変数やパラメータの読み替えによって可能になるMEP理論の生態
学，社会学，経済学などへの適用について展望する．この分野において，KleidonのMEP原理とともによく知られた理
論に Bejanによるコンストラクタル (Constructal)法則があるが [2]，どちらがより本質的かを巡って，昨年ごろから活発
な論争が交わされるようになった [3],[4],[5]．本発表ではMEP vs. Constructal論争についても言及する．
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